
「
建
築
」
「
地
質
」
の
援
助
が
必
要

　
ト
ル
コ
大
地
震
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
テ
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
、
本
部
・
岡
山
市
）
が
派
遣
し
た
緊
急

医
療
チ
ー
ム
で
、
最
後
ま
で
現
地
に
残
っ
て
い
た
調
整
員
の
大
塚
豊
彦
さ
ん
（
鰐
＝
広
島
県
廿

日
市
市
＝
が
‥
１
１
日
、
関
西
国
際
空
港
に
帰
国
し
た
。
大
塚
さ
ん
は
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

ト
ル
コ
地
震
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
た
経
験
を
持
つ
ト
ル
コ
通
。
「
緊
急
医
療
支
援
が
一

段
落
し
た
今
後
、
建
築
や
地
質
な
ど
、
日
本
の
技
術
を
生
か
し
た
援
助
が
必
要
」
と
提
言
す
る
。

比較的新しいのに１階部分が崩れてしまった住宅

　一震源地イズミトの西方ヤロバで（ＡＭＤＡ提供）

　
犬
塚
さ
ん
は
大
学
卒
業
界

青
年
海
外
協
力
隊
の
水
泳
教
師

と
し
て
シ
リ
ア
に
３
年
間
赴

任
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
調
整

員
と
し
て
ト
ル
コ
で
４
年
働

き
、
今
年
６
月
に
帰
国
し
た
ば

大塚豊彦さん

か
り
。
今
回
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
調
整

員
と
し
て
、
医
師
ら
の
活
動
場

所
や
宿
泊
先
の
情
報
を
集
め

た
。
緊
急
医
療
チ
ー
ム
が
帰
国

し
た
後
も
、
今
後
の
国
際
協
力

な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
続
け
、

計
2
3
日
問
、
滞
在
し
た
。

最後の１人帰国

　
現
地
の
様
子
に
つ
い
て
、
「
ト

ル
コ
は
日
本
よ
り
地
震
が
少
な

い
た
め
、
地
震
に
対
す
る
人
々

の
恐
怖
は
強
く
、
余
震
を
恐
れ

て
屋
外
で
寝
る
人
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
。
『
大
き
な
余
震
が
○

月
○
日
起
こ
る
』
な
ど
、
阪
神

大
震
災
で
飛
び
交
っ
た
の
と
同

じ
デ
マ
に
パ
ニ
ッ
ク
が
広
が
っ

て
い
た
」
と
、
情
報
の
混
乱
ぶ

り
を
振
り
返
っ
た
。

　
今
回
の
地
震
で
、
現
地
で
は

簡
単
に
崩
壊
し
た
建
物
の
も
ろ

　
募
金
受
持
ｅ
訃
賜
諾
諾

震
救
援
金
」
と
明
記
し
て
、
左
記
へ
郵
便
振
替
、
現
金
書
留

で
送
金
し
て
い
た
だ
く
か
、
直
接
ご
持
参
下
さ
い
。
な
勺

物
資
の
受
け
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
〒
５
３
０
１
８
２
５
１
　
大
阪
市
北
区
梅
田
３
の
４
の

５
、
毎
日
新
聞
大
阪
社
会
事
業
団
「
ト
ル
コ
地
震
」
係
（
郵

便
振
替
０
０
９
７
０
・
９
・
１
２
８
９
１
）

さ
が
問
題
に
な
っ
た
。
「
ト
ル

コ
に
も
耐
縦
組
準
は
あ
る
べ

守
ら
れ
て
い
な
い
建
物
が
多
か

っ
た
」
。
海
蝕
に
よ
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
劣
化
が
指
摘
さ
れ
、

弱
い
地
盤
に
高
い
建
物
が
建

ち
、
被
害
を
広
げ
た
例
も
あ
る
。

国
際
協
力
の
最
前
線
で
働
い
た

経
験
か
穴
犬
塚
さ
ん
は
「
建

築
基
準
や
耐
農
工
碑
地
質
工

学
な
ど
、
日
本
が
技
術
面
で
協

力
で
き
る
分
野
も
多
い
は
ず
。

－

－

－

－

政
府
の
長
期
的
な
取
り
組
み
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
」
と
分
析

し
た
。

　
今
後
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
・

つ
い
て
咬
　
「
緊
急
救
援
活
動

は
、
政
府
の
対
応
が
定
ま
る
ま

で
の
１
週
間
が
勝
負
。
そ
の
間

に
少
し
で
も
早
く
医
師
を
派
遣

で
き
る
よ
う
、
ト
ル
コ
を
合
む

多
く
の
国
に
支
部
を
作
い
べ
出

動
態
勢
を
整
え
た
い
」
と
話
し

た
。
　
　
　
【
野
原
靖
】
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